
事例１３：魚の筋肉の黒色変性 

 

品  名：カナトフグ 

  相談概要：魚の腹部筋肉内に多数の黒色変性部がみられるので調べてほしい。  

  検査方法：肉眼による観察。 

ホルマリン固定後、組織標本を作製し顕微鏡で観察。 

 

 

魚の腹部に大小不同、不定形の黒色斑を

多数認め、筋肉内部にもみられる。 

肉眼像
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筋組織内に黒～濃茶色の

顆粒状の色素を認める。 

中拡 

筋組織 

組織像 過マンガン酸カリウムシュウ酸法 

強拡 

特殊染色により黒色色素は漂白

→ 黒色色素 ＝ メラニン色素 

HE 染色 

 

 

 

 

検査結果：組織検査および特殊染色の結果より、黒色斑はメラニン色素であることが判明。  
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